





I . 「円覚」 の思想
1 . 『円覚経』における「円覚j の概念
2.宗密における「円覚思想」の展開
m. 「一心」の思想



































羅密経』 の異訳と され，唐の不空の訳出に帰される 『仁王護国般若波羅
密多経』では 「円覚j が「正覚j に置き換えられている． これらのこと
からも， 『円覚経』 が登場するまでは，この「円覚Jの語は，中国にお




















































円覚自性，非性性有．循諸性起，無取無証（大正 17, 917al0司11). 
と説いているのである．これは， 「円覚」の自性は実体的に捉えられる





















円覚是性相i源（続蔵1・14-2, 127c) . 














































5なお， 『大疏』では f教起因縁」の一つに 「此経便入円覚観門．雄三根漸頓之殊，所入
無非円覚」 （『大疏』上ー，続蔵1・14-2,llOc-d）とし， 『禅源諸詮集都序』 （以下『都
序』と略す）でも［漸者為中下根，即時未能信悟円覚妙理者，且説前人天小乗，乃至法相




























（『大疏』上回，続蔵 1-14・2, 140a) . 
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という．このよ．うな立場は，また，
若f民絶無寄，分別不生，円覚真心自然顕現（同）






































蔵 1-14-2, 130b) . 















































上一，続蔵 1・14-2, 116c-d) . 
如来円覚妙心者，即性浄真心．離相故円，非空故覚，染而不染故妙，






























続蔵 1-14-2, 138a-b) . 




類迷比霊心（『大疏』下四，続蔵 1-14-2, 199c) . 
然此霊心，上市無頂，下而無底，傍無辺際，中無在処．既無省中，
何有東西上下（『大疏』下一，続蔵 1-14-2, 177c) . 
などと述べられるように，真心，霊心， j争心であり，同時に，










大矢哉，万法資始（『大疏』上一，続蔵 1-14-2, 108d) . 
とし，さらに『大疏紗』でこれを，
万法資始者，正明此心，不守自性，随縁生起世間一切染浄諸法也（『大
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二，是此覚性也J （『大疏紗』五下，続殺 1-14-4,319b) 
宗密における真理の杷促 125 
実心無念 （『大疏』中三， 続蔵 1-14-2, 158d) 
とあり， 『円覚経略疏』 （以下『略疏』と略す）には，
「動念都尽唯一心在j ， 「動念都尽本来平等同於一覚J, 「絶待無
























｜② 大釆権教 －－，－相見倶存の一心 『威嚇論』































































































たよ うに， 「円覚」の遍満 ・不変性や無明煩悩の虚妄性は『円覚経』そ
のものにおいても示されるが，宗密はこれを踏まえつつ，
本有円覚妙心．本無無明生死 （『大疏』上三，続蔵 1-14-2,127d) . 
此円覚性， 本有過塵沙之妙用．潜輿密応，無有休息、，無有窮尽（ 『大
疏』上二， 続蔵 1・14-2, 120d) . 
などと述べる．宗密は徹底してこの考え方にもとづいて本経を解釈して
いくのであるが，したがって，かれにおける実践修道 ・成仏の追求も，
頓悟本有円覚妙心，本無無明生死 （『大疏』上三，続蔵 1-14-2,127d) . 
といわれるよ うに，まずわれわれ衆生の本質である 「円覚Jの本来性と






















遍十方故」 （大正 17, 913c8・9）を解釈するに当たって，














l 宗密は「勧｛言Jを論ずる中で， 『華厳経』 「普賢三味品Jに「爾時普賢菩薩摩詞薩，於
如来前， 坐運華蔵師子之座． 承仏神力， 入子三昧．此三味名一切諸仏毘虚遮那如来蔵身．
普入一切仏平等性J （大正 10,32c26-29) , 「微塵数普賢菩薩，皆亦入此一切諸仏毘庫遮
那如来蔵身三昧J （大正10,33al3-14）などと説方通れるのを踏まえて，これを 「｛言Jの教





「入法界品J 「十地品Jなどが論じられるが， 「虚舎那仏品Jは注目されていない． 「虚
舎那仏品Jには仏身の普遍性を説くものとも解釈できる「仏身充満諸法界．普現一切衆生
前応受化器悉充満．仏故処此菩提樹．一切仏軍I］微塵等．爾所仏坐 毛ー孔」 （大正 9,
408al3-15）や 「知来浄蔵三味J （大正9,408bl4) （法蔵は 「蔵Jを f蔵有四義． 含ー摂．
ニ殖積 三出生．四無尽」と説明する）が見え， 「世間i争眼品Jには 「如来妙蔵無不遍至J
（大正9,395a5-6) （法蔵はこれを如来蔵説によって解釈する．大正35,130a）などとも
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識しており，そこで




頓信解（『大疏』上三，続蔵 1・14-2, 127c) 
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